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ヒ
ー
ロ
ー
凱が
い
旋せ
ん
！

　

御
前
崎
市
出
身
の
飯
塚
翔
太
選
手

（
ミ
ズ
ノ
）が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五

輪
陸
上
男
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と

を
祝
う
凱
旋
パ
レ
ー
ド
が
10
月
23

日
、
浜
岡
中
学
校
か
ら
市
役
所
ま
で

の
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
沿
道
に
は
、
飯
塚
選
手

を
一
目
見
よ
う
と
市
内
外
か
ら
約

１
万
１
０
０
０
人
が
訪
れ
、
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
観
客
が

サ
ム
ラ
イ
ポ
ー
ズ
を
見
せ
る
と
、
そ

れ
に
応
え
る
よ
う
に
飯
塚
選
手
も
サ

ム
ラ
イ
ポ
ー
ズ
を
披
露
す
る
場
面
も

あ
り
、
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

凱
旋

パレード先頭を歩く第一小学校の児童ら

浜岡中学校
　　　吹奏楽団
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初
の
市
民
栄
誉
賞
を
授
与

　
御
前
崎
市
の
名
声
を
高
め
る
と
と

も
に
、
市
民
に
多
く
の
感
動
と
希
望

を
与
え
た
こ
と
を
た
た
え
、
飯
塚
翔

太
選
手
と
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
マ
ラ
ソ
ン（
視

覚
障
害
Ｔ
12
）
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
岡
村
正
広
選
手
に
、
市
初
と
な

る
市
民
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
飯
塚
選
手
は
、「
地
元
御
前
崎
が
一

番
温
か
く
迎
え
て
く
れ
て
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。４
年
後
に
は
競
技
以

外
で
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
選
手
に

な
り
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
岡
村
選
手
は
都
合
に
よ
り
欠
席
と

な
り
ま
し
た
が
、
代
理
出
席
し
た
姉

の
裕
美
子
さ
ん
が「
飯
塚
選
手
の
結

果
に
奮
い
立
ち
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
メ
ダ
ル
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
岡
村
選
手
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

市民栄誉賞授与式・報告会

岡村選手に代わり、姉・裕美子さんが賞状を受け取る

栁澤市長から市民栄誉賞を受けとる飯塚選手

２人のさらなる活躍を祈念し万歳
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パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の�

�

さ
ま
ざ
ま
な
暴
力

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
と
い
う
言
葉
。
平
成
17

年
に
Ｄ
Ｖ
防
止
法（
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
）
が
施
行
さ
れ
、
最
近

で
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
と
は

「
親
密
な
関
係
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
」
を
指
し
ま
す
。
こ
こ

で
い
う「
暴
力
」
の
形
は
、
身
体
的
、

精
神
的
、
性
的
、
経
済
的
暴
力
な
ど

多
く
の
要
素
を
含
み
ま
す
。

　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
は
、
平

成
27
年
３
月「
男
女
間
に
お
け
る
暴

力
に
関
す
る
調
査
」
で
、
女
性
の
約

４
人
に
１
人
は
配
偶
者
か
ら
暴
力
の

被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う

調
査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
28
年
9
月
に
は「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
デ
ー
タ
」で
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

年
間
11
万
１
６
３
０
件
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
た
と
公
表
し
ま
し
た（
図

１
）。
同
デ
ー
タ
か
ら
大
勢
の
人
が
、

Ｄ
Ｖ
被
害
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

大
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
い��
若
年
層
に
も
広
が
る
Ｄ
Ｖ
被
害

　
交
際
相
手
な
ど
親
密
な
関
係
で
起

き
る
暴
力
を「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」と
言
い

ま
す
。10
代
か
ら
20
代
の
人
に
多
く
、

最
近
で
は
中
学
生
も
被
害
者
に
な
っ

て
い
ま
す
。
交
際
相
手
の
望
む
全
て

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
愛
情
と
思
い

込
み
、
我
慢
し
て
い
る
人
が
大
勢
い

ま
す
。
平
成
27
年
３
月
の
デ
ー
タ
で

は
、
女
性
の
約
５
人
に
１
人
が
交
際

相
手
か
ら
Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
結
婚
し
た
こ
と
の
あ
る
女
性
の
約
４
人
に
１
人
は
、夫
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」

平
成
26
年
に
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
た
衝
撃
的
な
調
査
結
果
。

市
内
で
も
大
勢
の
女
性
が
Ｄ
Ｖ
被
害
で
苦
し
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
内
か
ら
少
し
で
も
Ｄ
Ｖ
被
害
が
減
少
す
る
よ
う
、

ま
ず
は
Ｄ
Ｖ
と
は
何
か
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

本
当
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

幸
せ
で
い
ら
れ
ま
す
か
？

我
慢
す
る
こ
と
で

平成 15 年度に対し、平成 27 年度は約２.58
倍の相談が寄せられた。大勢の人がＤＶ被
害で悩んでいる。
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図１ 配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数
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被
害
を
受
け
て
い
る
と�

�

誰
に
も
言
え
な
い

　
市
に
は
年
間
10
件
前
後
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
担
当
の

福
祉
課
松
下
輝
彦
係
長
は「
市
へ
の

相
談
件
数
は
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
被
害
に
遭
っ
て
い
て
も
、
な

か
な
か
相
談
で
き
な
い
現
実
が
あ
り

ま
す
。
ど
ん
な
人
で
も
今
ま
で
の
生

活
に
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

生
活
環
境
が
変
わ
る
こ
と
に
不
安
を

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。他
に
も
、

世
間
体
、
経
済
的
な
基
盤
を
失
う
こ

と
へ
の
不
安
な
ど
を
考
え
る
と
、
被

害
を
受
け
て
い
て
も
な
か
な
か
言
い

出
せ
な
い
も
の
な
ん
で
す
」

子
ど
も
ま
で
傷
つ
く
Ｄ
Ｖ�

�

迷
わ
ず
相
談
し
て
ほ
し
い

　
「
Ｄ
Ｖ
は
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
見
た
子
ど
も
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。心
に
深
い
傷
を
負
い
、

情
緒
不
安
定
に
な
っ
た
り
、
人
間
関

係
が
築
け
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
暴
力
は
い

け
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
Ｄ
Ｖ
被
害
で

苦
し
ん
で
い
れ
ば
相
談
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
男
性
に
も
Ｄ
Ｖ
と
は
何

か
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
言

動
を
見
つ
め
直
し
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
」と
呼
び
掛
け
ま
す
。

批
判
よ
り
励
ま
し�

�

突
き
放
す
よ
り
共
感

　
身
近
で
起
こ
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
。
そ

の
被
害
に
悩
ん
で
い
る
人
に
私
た
ち

は
ど
う
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　
「
Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
て
い
る
人
か

ら
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は『
ど
ち

ら
が
悪
い
か
ら
』と
か『
我
慢
す
る
し

か
な
い
』
と
い
っ
た
言
葉
は
避
け
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
被
害
を

受
け
て
い
る
人
は
、
身
体
的
、
精
神

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
張
り

つ
め
た
糸
の
よ
う
な
精
神
状
態
で

す
。『
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら

大
丈
夫
』『
市
役
所
に
相
談
し
て
み
よ

う
』
と
い
っ
た
言
葉
を
か
け
て
あ
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

福祉課生活支援係
松下輝彦係長

開放期
（ハネムーン期）

緊張蓄積期

暴力爆発期

加害者：極端に優しい。
被害者：�このままうまくいけるのでは

ないかと期待する。

身体的暴力
殴る、蹴る、物を投げ付ける、髪を引っ
張る、首を絞める、刃物を突き付ける、
外に締め出すなど
精神的暴力
大声で怒鳴る、人前でののしる、外出
を制限する、行動を監視する、交友関
係や通話を監視する、別れるなら死ん
でやると言うなど
性的暴力
性行為の強要、避妊に非協力的、無理
やりポルノビデオや雑誌を見せるなど
経済的暴力
生活費を渡さない、ギャンブルで浪費
する、借金をさせる、収入や財産につ
いて何も教えない、外で働くな・仕事
を辞めろと言うなど

加害者：�ささいなことで言葉が
荒くなる。

被害者：�また暴力を振るわれる
のではないかとハラハ
ラする。

加害者：�怒りを抑えきれず、暴力を
振るう。

被害者：怖いので謝る。服従する。

ＤＶの種類

ＤＶのサイクル
ＤＶには一定のサイクルがあり、暴力と優しさが繰り返し現れ
るとされています。

相談窓口
　下記の窓口で相談を受け付けています。一人で悩まず、あなたの悩みをお聞かせください。
相談時には、あなたの訴えに耳を傾け、法的な制度や必要な手続きをお伝えします。必要な場合には、関
係機関や、窓口へつなぐお手伝いもします。

女性のための生活支援窓口（静岡県西部健康福祉センター）　☎０５３８（３３）９２１７

「
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で
、
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」

あ
な
た
を
助
け
る
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

御前崎市福祉課生活支援係　☎０５３７�１１２１
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02 11月・12月は、税の滞納整理強化月間です

問い合わせ　税務課収納推進室　☎０５３７�１１７４

01 11月は児童虐待防止推進月間です

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解

決
す
べ
き
問
題
で
す
。
虐
待
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
と
き
や
出
産
、
子
育

て
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
児
童
相

談
所
や
市
役
所
こ
ど
も
未
来
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
・

相
談
は
、
匿
名
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

◆
児
童
虐
待
と
な
る
行
為

①
身
体
的
虐
待

　
殴
る
、
蹴
る
、
た
た
く
、
投

げ
落
と
す
、激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る
な
ど

②
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

　
乳
児
の
身
体
を
大
き
く
揺
す

る
な
ど

※
頭（
脳
や
網
膜
）に
損
傷
を
受

け
、
重
い
障
害
が
残
っ
た
り

命
を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
何
を
や
っ
て

も
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な

い
と
き
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安

全
な
と
こ
ろ
に
寝
か
せ
て
、

そ
の
場
を
少
し
離
れ
、
ま
ず

自
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

③
性
的
虐
待

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

④
ネ
グ
レ
ク
ト

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

⑤
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

き
ょ
う
だ
い
の
間
で
の
差
別
的

扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
振
る
う

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
：
Ｄ
Ｖ
）な
ど

◆
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

　
「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル「
１
８
９
」へ
す
ぐ
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。あ
な
た
の
一
言
が
、

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
救
う

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

◆
納
税
は
あ
な
た
の
義
務

で
す

　
税
金
は
、
教
育
や
福
祉
、
防

災
、
道
路・水
道
の
整
備
な
ど
、

私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
に
暮

ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
の

重
要
な
財
源
で
す
。

　
税
金
の
滞
納
は
、
市
の
財
政

を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
支
障
を
来
す
こ
と
と
な
り
、

納
期
限
を
守
っ
て
い
る
人
と

の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
11
月
か
ら
12
月
ま

で
の
二
カ
月
間
を
県
内
一
斉
の

「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」と
し
て

徴
収
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か

◇
税
金
を
滞
納
す
る
と

　
市
で
は
、
支
払
い
能
力
が
あ

る
の
に
納
付
し
な
い
悪
質
な
滞

納
者
に
対
し
て
、
財
産
の
差
し

押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◇
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

　
税
金
を
納
期
限
内
に
納
め
な

か
っ
た
場
合
、
完
納
す
る
ま
で

の
間
、
年
９・１
㌫（
平
成
28
年

の
場
合
。
た
だ
し
、
納
期
限
後

一
カ
月
は
２・８
㌫
）の
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。

◇
財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す

　
納
期
限
内
に
税
金
が
完
納
さ

れ
な
け
れ
ば
、
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
や
連

絡
が
な
い
場
合
は
、
催
告
書
を

送
付
し
、
な
お
納
付
な
ど
が
な

け
れ
ば
、
預
金
や
給
料
、
不
動

産
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
、
差

し
押
さ
え
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
は
、
取

り
立
て
や
公
売
に
よ
り
換
価

（
換
金
）し
、
滞
納
金
な
ど
に
充

当
し
ま
す
。

◇
納
税
相
談（
税
務
課
窓
口
）

　
期
限
内
納
付
や
一
括
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・
平
日　
８
時
15
分
～
17
時

・
毎
週
火
曜
日
は
、
20
時
ま
で

　
受
付

問い合わせ・相談　　こども未来課　☎０５３７�１１２０
� 児童相談所全国共通ダイヤル　☎１８９

差し押さえ　差し押さえ　差し押さえ差し押さえ　差し押さえ　差し押さえ
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Omaezaki City Information� Omaezaki City Information

申し込み・問い合わせ　秘書政策課　☎０５３７�１１６１
� ＦＡＸ：０５３７�１１３６

ふるさと納税返礼品
協力事業者を募集しています

　市では、ふるさと納税による寄附をいただいた市外在住の人に対し、お礼の品を進呈しています。
このお礼の品として商品などを提供いただける協力事業者を募集しています。

自治体への寄附金のことです。個人が自治体に寄附した場合
に、確定申告などをすることで、 自己負担額の２０００円を
除いた額が、所得税および住民税から還付・控除されます。

ふるさと納税とは・・・

❶各種法、規則、条例に沿った生産・製造・販
売を行っていること。
❷本社（本店）、支社（支店）、事業所（営業所）、

工場のいずれかが市内にある企業、団体また
は個人事業者であること。
❸依頼後、速やかに返礼品を発送できること。
❹市税等の滞納がないこと。
❺代表者等が、暴力団による不当な行為の防止

等に関する法律に掲げる、暴力団の構成員等
でないこと。

❶ふるさと納税の専門インターネットサイト「ふ
るさとチョイス」および市のホームページに、
返礼品の画像、商品名、事業者名などを掲載
します。
❷御前崎市が作成するふるさと納税パンフレッ

トなどに返礼品の画像、商品名、事業者名な
どを掲載します。
❸返礼品の発送時に、商品のパンフレットなど

を同封することができます。

協力事業者の要件 協力事業者のメリット

▶▶▶お礼の品発注から発送までの流れ

▶申込受付期間
随時受け付けています。

▶申込方法
エントリーシートを秘書政策課まで提出していただきます。
詳しくは、秘書政策課までお問い合わせください。

寄附者

お礼の品に関する問い合わせ

お礼の品
宅配

出荷

御前崎市委託事業者

配送管理等
問い合わせ対応

生産者・事業者

③商品に貼り付け、出荷。

④商品発送後、
　出荷報告書兼納品書を作成⑤送信

御前崎市委託事業者

②送り状を作成

送り状控え

①発注
生産者・事業者

情報 お金 お礼の品

請求

お礼の品代金

出荷依頼

出荷報告

出荷について
詳しく説明します
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夢咲牛ハヤシライスに舌鼓
地元特産物の遠州夢咲牛を使った「夢咲牛ハヤシ
ライス」が９月29日、市内の幼保こども園や小中学
校で給食として提供されました。浜岡東小学校では
夢咲牛の生産者が、児童と共にハヤシライスを食べ
ながら飼育方法などを話して交流しました。

こころの健康について知ろう
やきつべの径

みち

診療所の精神科医である夏
なつ

苅
かり

郁
いく

子
こ

先生
を講師に招きこころの講演会が10月１日、原子力広
報研修センターで開かれ、市内外から約80人が来場
しました。周囲の人々の理解や時間の経過がこころの
健康を維持していく大切な薬になると伝えました。

いもじいさんをしのび法要
市の特産物であるサツマイモの栽培を御前崎に広
め、「いもじいさん」の愛称で親しまれた故大澤権右
衛門翁をしのぶ祥月忌法要が10月11日、海福寺で
営まれました。子孫の大澤家や栁澤市長ら36人が
出席し、功績をたたえました。

秋を楽しむドングリ拾い
白羽幼稚園の全園児68人が10月14日、エコパー
クでドングリ拾いを楽しみました。園児らは夢中に
なって落ち葉をかき分け、ドングリや松ぼっくりを
探したり、拾ったザクロの実を開いて中を見てみた
りと秋の自然に触れました。

連携深めて最善策を模索する
市と前橋工科大学による「地域を持続可能にする
公共資産経営の支援体制の構築」連携協定締結式が
10月28日、市役所で執り行われました。栁澤市長
は「前橋工科大学と共に、公共施設の最適な在り方に
ついて具体的に検討していきたい」と話しました。

宝くじ助成で祭り用品を整備
桜ヶ池町内会では９月、宝くじの社会貢献広報
事業として（一財）自治総合センターが実施する「コ
ミュニティ助成事業」を活用して、祭典などで使用
する屋台幔

まん

幕
まく

や大太鼓などを整備しました。これに
より、コミュニティ活動の活性化が期待されます。
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天使の歌声花畑に響く
秋深まるコスモスコンサート

コスモスの花摘みとコンサートが10月15日、市
立御前崎総合病院の屋上にある花畑で開催されまし
た。大橋弘幸病院長は「子どもたちの天使のような
歌声は病気にも良い。コンサートを楽しんで」とあ
いさつをしました。
見ごろを迎えたコスモス畑を前に入院患者や市民
らが、市少年少女合唱団の歌声に手拍子したり、体
を揺らしたり秋のコンサートを楽しみました。

途切れない教育を
園小中高を一つなぎに

市教育委員会は10月４・５日、御前崎中学校と浜
岡中学校でスクラム研究会を開催しました。市内の
幼保こども園から高校までの教員約２２０人が、そ
れぞれの中学校を訪れ授業を参観しました。その後
のグループ協議で授業改善やとぎれない教育につい
て話し合い、教育観などの共有を図りました。それ
ぞれの校区で子どもの成長・学習をどう支えていく
か、現在の様子や課題について話し合いました。

世代を超えて交流を
「こんな風に遊んでたんだよ」

シニア世代に向けた生涯学習支援の一環であるシ
ニアスクールが10月18日、白羽小学校で実施され
ました。「昔の遊び」を題材にし、シニアスクールの
受講者32人が１・２年生93人にお手玉やたが回し、
あやとりなどを教え、一緒に楽しみました。シニア
スクール受講者は「得意なことでも人に教えるとな
ると急に難しく感じる」と話しながらも、生き生き
とした表情で児童らに遊び方を教えていました。

多職種で話し相互理解へ
高齢者に関わる職種が一堂に会し、互いの仕事を
理解するきっかけづくりを目的に第２回多職種連携
会議が10月20日、原子力広報研修センターで実施
され、医師や歯科医師、看護師、薬剤師、主任ケア
マネジャーなど約100人が参加しました。東海清風
園の山本施設長は「在宅ケアを皆で支えられるよう
にしていきたい。この会議が大きな一歩となるよう
願っている」とあいさつしました。

より良いケアを目指して

9 OMAEZAKI



浜岡北小学校の稲刈り体験があらさわふる里公園で
実施され、５年生32人が参加しました。児童らは黄金
色の穂が実った稲に目を輝かせ、同公園の職員にこつ
を教わりながら丁寧に稲を刈っていました。参加した
児童は「難しかったけど、途中でこつをつかめたよ」と
うれしそうに話しました。

収穫を楽しみ実りの秋実感

◀刈り取った稲をわらで束ねて稲かけに干していく

10/ ４

新野未来塾主催の「新野カカシ祭り」が、10月１日か
ら14日まで新野地区で開催されました。今年は48体
のカカシが出展され、多くの来場者を楽しませました。
２日に実施された投票審査の結果、最優秀賞に北こど
も園の「がんばれ！くまもと ～ みんなの にこにこ え
がお ～」が選ばれました。

個性あふれるカカシ大集合

◀大河ドラマにちなんだ作品に北こども園の園児も興味津々

10/ ７

静岡県コミュニティづくり推進協議会主催の「出張
コミュニティカレッジ in 御前崎」が、池新田公民館で
開催され、市内外から21人が参加しました。講義で
は地域をつくるためのアイデアや手法を学び、実際に
地域の課題解決に向けた企画書を作り、参加者は「企
画を自分たちの地域で実現させたい」と話しました。

皆で地域を魅力的にしよう

◀ワークショップの中で企画書づくりをしている参加者

10/22・29

大山不動石尊の御
ご

開
かい

扉
ひ

を祝う「棒木こぎ」が、大山不
動尊で21年ぶりに開催されました。棒木こぎ保存会
や地域の住民ら約40人が参加し伝統行事に触れまし
た。棒木こぎとは、ヒノキの柱に祈願の文字を記した

「棒木」を地中に埋め、四方に張られた綱を棒木唄に合
わせて引き合い、豊漁や海の安全を祈願するものです。

棒木唄を響かせ豊漁を祈願

◀力強く綱を引く同保存会の会員

10/28
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

御前崎市地域医療を育む会の第２回勉強会が、佐倉公
民館で開催され、市民ら約60人が参加しました。富士
宮市保健福祉部福祉総合課の望月昌宏主事が、認知症に
なっても変わらない生活ができるように取り組んでいる
同市の様子について講演し、「周囲の人は、当事者や家族
の思いを知ることが支援につながる」と話しました。

認知症を理解して支え合う

◀真剣に耳を傾ける参加者たち

10/ １

一般社団法人静岡県動物保護協会主催の動物愛護教
室が第一小学校で開催され、４年生96人が参加し、犬
に関する法律や健康管理などについて学びました。

ボランティアの愛犬と実際に触れ合う場面では、飼
い主に犬を触っていいか許可を取る、急に近づかない
などの接し方を実践し、犬への理解を深めました。

命の大切さを知り触れ合う

◀ボランティアの飼い犬と笑顔で触れ合う

10/ ４

ＪＡ遠州夢咲が主催する第24回ゆめさき畜産まつ
りが浜岡福祉会館で開催されました。畜産への理解を
深めてもらおうと、夢咲牛や夢咲豚肉の試食や堆肥の
無料配布、バター作り教室、ふれあい動物園などさま
ざまなイベントが実施され、約９０００人が来場し楽
しみました。

ゆめさき畜産まつり大盛況

◀夢咲牛の試食に並ぶ親子ら

社会福祉協議会主催の第13回御前崎市ふれあい広
場が浜岡福祉会館で開催されました。市内の福祉団体
や障がい者団体がステージ発表や模擬テント、屋内イ
ベントで来場者を楽しませました。点字しおりづくり
コーナーでは子どもたちが点字の読み書きを教わりな
がらキャラクターや自分の名前を点字で書きました。

楽しみながら福祉の心学ぶ

◀点字盤を使って点字のしおりをつくる

10/15

10/23
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No.11

　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大河ドラマ

新野左馬助親矩

照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９

御
前
崎
市
、
牧
之
原
市
、
掛
川

市
、
菊
川
市
の
４
市
で
構
成
す
る

浜
岡
原
子
力
発
電
所
安
全
等
対
策

協
議
会（
以
下
、
四
市
対
協
）の
会

員
30
人
は
、
中
部
電
力
㈱
浜
岡
原

子
力
発
電
所
が
進
め
て
い
る
安
全

性
向
上
対
策
工
事
を
9
月
29
日
に

視
察
し
ま
し
た
。
4
号
機
で
実
施

さ
れ
て
い
る
主
要
な
対
策
工
事
が

9
月
末
で
お
お
む
ね
終
了
す
る
こ

と
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

中
部
電
力
㈱
の
担
当
者
か
ら
対

策
工
事
の
概
略
説
明
を
受
け
た

後
、
送
水
ポ
ン
プ
車
や
海
抜
22

メ
ー
ト
ル
の
防
波
壁
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

視
察
終
了
後
、
四
市
対
協
の
会

長
を
務
め
る
栁
澤
市
長
は「
四
市

対
協
と
し
て
は
初
め
て
の
視
察
で

あ
り
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。
今
後
も
対
策
工
事
の

進
展
を
見
守
り
、
立
地
市
と
し
て

市
民
や
近
隣
自
治
体
に
状
況
を
伝

え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

※
四
市
対
協
と
は

原
子
力
発
電
所
設
置
に
伴
い
住

民
の
安
全
確
保
な
ら
び
に
地
域
開

発
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
地
域

の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
会
。

「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る

　
　
安
全
性
向
上
対
策
工
事
の
視
察
」

特別編

▲海抜22メートルの防波壁を見学

▲送水ポンプ車など車両の説明

▲2012年の献茶祭に参加する故鈴木東洋先生

▲新野カカシ祭り2016に出展された左馬助公のカカシ

新野左馬助公と故鈴木東洋先生
　大河ドラマ「おんな城主　直虎」の放送が決定し、
地元の偉人である新野左馬助公が登場することが分
かり、御前崎市、特に新野地区で、いち早く活動が
始まりました。これは、故鈴木東洋先生の長年の研
究と顕彰活動による功績が大きいです。
　先生は、「新野左馬之助公遺

い

蹟
せき

保存会」趣意書の中
で、「御墓所の荒廃ぶりを嘆き、何とかしなければ」
という声に応え、「左馬助公をもう一度見直し、その
正しい姿を後世に伝えることこそ、現代に生きる
吾
われ

々
われ

の責務」として昭和48年９月15日、同会を立ち
上げました。また、翌年には、先生の長年の研究を
まとめた『新野左馬助公』が発刊されました。
　先生は平成25年に他界されましたが、今もその
精神は、「新野左馬助公献茶祭」や「新野カカシ祭り」
において、新野地区に引き継がれています。
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ほかほか委員として
９月にほかほかスポーツ大
会がありました。私はほかほ
か委員として運営をしまし
た。計画から準備まで大忙し
です。競技のルールや練習日
程を決めるなど、考えること
がたくさんありました。特に
ルールは、下級生が分かりや
すく簡単なもの、なおかつ全
学年が楽しめるものにしなけ
ればならなかったり、委員会
の中でも食い違いがあったり
と大変でした。それでも休み
時間に何度も話し合い、準備
をし、本番を迎えることがで

きました。本番では司会しな
がら、自分も競技に出るので
忙しかったけれど、楽しむこ
とができました。
ほかほか委員として、行事
を運営するのも五回目。その場
の状況に応じて指示を出した
り、進行を変更したりと臨機応
変に動く力もついてきました。
ほかほか委員会での今までの
活動はとても大変だったけれ
ど、本番でのみんなの楽しそう
な笑顔が私の頑張る力となっ
ています。これからも全校を
楽しませていきたいです。

　浜岡保育園には、１歳から６歳
の誕生日を迎える子どもたち126
人が毎日元気に生活をしていま
す。運動会を経験し、たくさん
褒められ頑張れたことで自己肯
定感を感じたり、自信となった
りとその子なりの成長があった
ことを、友達と誘いあって、思
い切り体を動かし、楽しそうに
遊んでる姿から感じています。
　過ごしやすい季節となり、５
歳児が３歳児と手を繋ぎ、歩き
方を教えながら散歩に出掛けた
り、祖父母参観時には１歳児が
おじいちゃんたちと近くの公園
まで自分の足で歩く『初めての

お散歩』も経験しました。また、
地域のお祭り参加後には、屋台
作りやお祭りごっこを楽しみま
した。遊びの中で発見し、考え、
工夫し、試し、また考え、友達
と思いを出し合いながらという
繰り返しの過程の中でたくさん
の体験をしています。保育士
はその時間や環境を保障しなが
ら、楽しさを共有したり、時に
は一緒に考えたりすることが将
来を逞

たくま

しく生き抜いていく知恵
や力の根っこになると信じてい
ます。今日も子どもたちのにぎ
やかな声で園が包まれる幸せを
感じています。

御前崎小学校６年２組

吉
よし

村
むら

 萌
もえ

 さん

▶浜岡保育園
　園児数　１２６人
　園　長　増田とみ子

笑顔いっぱい　友達だ～いすき
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菊池 竜平 さん

きくち　りゅうへい（塩原・28）
池新田高校教諭。教員歴は７年。担当教
科は保健体育。剣道部の顧問を務める。
剣道五段。

生徒の成長と活躍を支える

高
み
を
目
指
す
向
上
心

池
新
田
高
校
剣
道
部
の
顧
問
を

務
め
る
菊
池
竜
平
さ
ん
。８
月
９

日
に
開
催
さ
れ
た
第
58
回
全
国
教

職
員
剣
道
大
会
個
人
の
部
に
お
い

て
３
位
の
成
績
を
収
め
た
。

菊
池
さ
ん
は
教
員
に
な
っ
て
か

ら
の
７
年
間
、
こ
の
全
国
大
会
に

出
場
し
て
い
る
。
個
人
の
部
へ
は

昨
年
初
め
て
出
場
し
ベ
ス
ト
16

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
大
会
で
は

３
位
と
一
気
に
成
績
を
伸
ば
し

た
。
大
会
を
振
り
返
り「
成
績
が

伸
び
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
嬉
し

か
っ
た
。
で
も
、
優
勝
を
近
く
に

感
じ
た
分
、
悔
し
さ
も
強
く
感
じ

た
」と
思
い
を
話
し
た
。

熱
き
思
い
で
指
導

剣
道
の
魅
力
は
老
若
男
女
、
幅

広
く
楽
し
め
る
こ
と
だ
と
い
う
。

菊
池
さ
ん
自
身
、
幼
稚
園
の
年
長

で
剣
道
を
始
め
て
以
来
、
ず
っ
と

剣
道
に
打
ち
込
ん
で
き
た
。
そ
し

て
、
今
は
剣
道
の
指
導
者
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
る
。

菊
池
さ
ん
は
指
導
す
る
中
で
生

徒
に
、
自
立
し
て
自
分
の
思
い
を

持
ち
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
。
や

ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
で

は
な
く『
自・

分・

が
勝
ち
た
い
か
ら

や
っ
て
い
る
』
と
い
う
意
識
に
変

わ
れ
ば
、
ど
ん
な
練
習
が
必
要
か

自
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
礼
儀
を
教
え
る
こ
と
も
大

切
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
剣
道

が
礼
儀
を
重
ん
じ
る
競
技
と
い
う

こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
生

徒
の
将
来
を
思
っ
て
の
こ
と
だ
。

生
徒
に
は
自
立
心
を
持
ち
、
礼
儀

正
し
く
振
る
舞
え
る
よ
う
に
な

り
、立
派
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
胸
を
は
っ
て
池
新
田
高

校
の
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
た
と

言
え
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
、

と
願
っ
て
い
る
。

未
来
に
向
け
て

「
部
活
動
は
心
身
も
鍛
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
池
新
田
高
校
に
は

部
活
動
が
今
よ
り
も
も
っ
と
盛
ん

な
学
校
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
心
も

体
も
活
力
の
あ
る
人
が
増
え
て
い

け
ば
、
学
校
も
地
域
も
活
性
化
す

る
」
と
語
る
菊
池
さ
ん
。
ま
た
、

市
に
つ
い
て
の
思
い
も
話
し
て
く

れ
た
。「
池
新
田
高
校
の
教
師
で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
る

し
、
こ
の
高
校
を
優
し
く
見
守
っ

て
く
れ
る
御
前
崎
市
が
好
き
。
生

徒
へ
の
指
導
を
通
し
て
御
前
崎
の

魅
力
を
広
め
た
い
」

菊
池
さ
ん
の
思
い
と
支
援
が
実
を

結
び
、
池
新
田
高
校
と
御
前
崎
市
が

盛
り
上
が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
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各
地
区
で
祭
典
を
開
催

秋
の
祭
典
が
10
月
8
、9
日
に
、

市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の

市
民
が
参
加
し
、
五ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
や
海

上
安
全
、
大
漁
満
足
な
ど
を
祈
願

し
ま
し
た
。
笛
や
太
鼓
、
鐘
の
音

色
に
よ
る
祭
り
ば
や
し
と
威
勢
の

い
い
掛
け
声
が
こ
だ
ま
し
、
祭
り

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
夜

に
は
提ち

ょ
う
ち
ん灯
に
明
か
り
が
と
も
り
、

昼
間
と
は
違
う
幻
想
的
な
姿
を
見

せ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
池
新
田
地
区
中
町

の
屋
台
が
大
規
模
改
修
に
よ
り
、

漆
が
塗
り
直
さ
れ
る
な
ど
、
き
れ

い
な
姿
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

地
区
を
彩
る
秋
ま
つ
り

 
光
に
包
ま
れ

　
花
舞
う
山
車
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人　口 33,400（－14）
男　 16,910（－９）
女　 16,490（－５）
世帯数 11,923（＋１）

（平成28年10月末日現在の速報値）

健康増進を目的とした「エ
ンジョイスポーツ御前崎」が
10月23日、浜岡総合運動場
で初めて開催されました。
反復横飛びや20ｍシャト
ルランなどの体力測定会の他
にも、飯塚翔太さんによるラ
ンニング教室、ラグビー体験
教室などが開かれ、約300人
が参加しました。

少し前まで寒くなったり暑
くなったりとよく分からない
天候が続きました。でも最近
はめっきり寒くなり、朝、布
団から出るのがつらくなって
きています（笑）
さて、秋と言えばスポーツ
の秋、芸術の秋など言われま
すが、私にとっては食欲の秋
です。柿、ナシ、サツマイモ、
クリ、いろいろな食べ物がお
いしいこの季節は１年の中で
も最も好きな時期です。今挙
げた中で、クリだけまだ食べ
てないので冬になる前に食べ
たいところです…。� Ｃ

日　時　12月21日㈬13時～16時
　（１回の相談時間はおおむね50
分間）※要予約

場　所　西部健康福祉センター
申込・照会　静岡県精神保健福祉
センター
　☎０５４（２８６）９２４５

友好都市の高森町がな
ぶら館で物産展を開催
　今年も高森町物産展「第６回高
森の日ｉｎ御前崎」を開催します。
　毎年ご好評いただいている「り
んご」の予約販売の他、高森町が
発祥の地である「市田柿」などの農
産物や加工品を販売いたします。
　高森町の魅力がいっぱいの物産
展に、ぜひお出かけ下さい。
日　時　12月11日㈰10時～14時
場　所　御前崎市観光物産会館
なぶら館

照　会　長野県高森町役場産業課
農政係
　☎０２６５�９４０５

無料行政書士相談をお
気軽にご利用ください
　頼りになるまちの法律家が、相
続・遺言・成年後見などの相談に
応じます。
日　時　11月27日㈰10時～15時
場　所　市役所周辺特設会場
費　用　無料
照　会　静岡県行政書士会掛川支部
　☎０５３７�１５１８

募　集 
invite information

東海アクシス平成29年
度 実習指導教員募集
募集職種　実習指導教員または看
護教員� どちらか１人

受験資格　昭和52年４月２日以
降に生まれた人で、看護師の資
格を有し、保健師、助産師また
は看護師として勤務経験５年
（４年生大学卒業者は３年）以上
の人。看護教員は上記に加え、
大学または大学院で教育に関す
る科目を履修した人。あるいは
厚生労働省認定看護教員養成講
習会修了者（見込みを含む）。

出願期間　11月１日㈫～平成29
年１月31日㈫17時必着

試験日　平成29年２月９日㈭（時
間は、申込者に後日連絡）

照　会　東海アクシス看護専門学校
　☎０５３８�８１１１

アマチュア無線技士の
資格を取得しませんか
　総務省の国家資格で認定されて
いる第４級アマチュア無線技士養
成課程講習会を開催します。
講習会番号　B28-618
日　時　平成29年１月22日㈰、29日㈰
　　　の２日間８時30分～18時
場　所　佐倉公民館
費　用　大人２万2750円
　　　　小中高校生7750円
申込期限　平成29年１月15日㈰
申込・照会　日本アマチュア無線

機器工業会静岡県中部地区
　☎０５４８�２３９３

防衛省高等工科学校の
生徒を募集します
　高校の勉強と同時に自衛隊の
専門的な分野を学び、将来陸
上自衛官を目指す生徒を募集
します。
※詳細はお問い合わせください。
申込期限　平成29年１月６日㈮
照　会　静岡地方協力本部　袋井
地域事務所
　☎０５３８�３７１７
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お知らせ 
information

シティプロモーション
講演会を開催します
　市では、まちの魅力を市内外に
発信し、市民の皆さまにも地域へ
の愛着・誇りを持ち、より一層御
前崎を好きになってもらうために
シティプロモーション事業を開始
しました。この事業の一環で、講
演会を開催しますので、ぜひご参
加ください。
日　時　11月26日㈯13時30分～
場　所　浜岡福祉会館
内　容　基調講演「不真面目なまち
づくり」とトークセッション

講　師　大崎龍史氏（トライバル
メディアハウス）

費　用　無料　※申し込み不要
照　会　秘書政策課
　☎０５３７�１１６１

全国一斉 
災害時情報伝達訓練
　全国瞬時警報システム（Ｊア
ラート）による全国一斉の情報伝
達訓練として同報無線の試験放送
を実施します。
日　時　11月29日㈫11時頃
照　会　防災課
　☎０５３７�１１１９

エコアクション21取得 
支援セミナー説明会
　環境経営に関心のある人、環境
への取り組み方が分からない人、
無駄はあるが改善方法が分からな
い人など事業者の皆さまの積極的
な参加をお持ちしております。
日　時　12月２日㈮13時30分～
� （約３時間）
場　所　牧之原市　相良総合セン

ター「い～ら」　会議室
講　師　社団法人　静岡県環境資
源協会／エコアクション21審
査人

対　象　市内事業者
申込期限　11月25日㈮
申込・照会　環境下水道課
　☎０５３７�１１６２

方面隊や自主防災会 
主体の防災訓練実施
　「自助・共助」を主体的に実践す
るため、地域防災訓練を実施しま
す。各地域の防災訓練に積極的に
参加し、地域で想定される被害の
再確認、日ごろの防災対策の再確
認をしましょう。
　訓練当日は、同報無線より９時
に「訓練地震発生のサイレン」、９
時５分にＪアラートによる「訓練
大津波警報のサイレン」が流れま
す。また、９時に、県下一斉に緊
急速報メール（エリアメール）の訓
練送信が実施されます。
※気象警報などにより変更・中止
となる場合もあります。
日　時　12月４日㈰９時開始
照　会　防災課
　☎０５３７�１１１９

絵本作家武田美穂さん
の絵本ライブを開催
　「となりのせきのますだくん」でお
なじみの絵本作家 武田美穂さんの講
演会「絵本と遊ぼう！」を開催します。
日　時　12月17日㈯14時～
場　所　市立図書館２階視聴覚室
対　象　大人（子どもは小学校５
年生以上）
定　員　70人
申し込み　12月２日㈮９時～
　アスパルにて、入場整理券を配布
照　会　市立図書館アスパル
　☎０５３７�８１８１

医療従事者は業務従事
届を提出してください
　平成28年12月31日現在におい
て就業している医療従事者は、業
務従事者届出が必要です。12月中
旬ごろに県から各職場を通じて
「届出票」を配布しますので、期限
までに就業地を管轄する保健所ま
で提出してください。
提出期限　平成29年１月16日㈪
※詳細はお問い合わせください。
照　会　医師・歯科医師・薬剤師
→静岡県健康福祉部管理局政策
監付企画班

　☎０５４（２２１）２４０４
　その他（保健師・看護師など）
　→静岡県健康福祉部医療健康局

地域医療課看護師確保班
　☎０５４（２２１）２４０７

池新田高校「砂丘マラソ
ン大会」を開催します
　池高生が浜岡の海岸を走る伝統
行事で、今年度第52回を迎えま
す。応援よろしくお願いします。
日　時　12月１日㈭予備日：２日㈮
　男子　９時55分スタート
　女子　10時45分スタート
　※最終走者ゴール　12時まで
場　所　浜岡砂丘特設コース（菊
川河口・潮騒橋付近スタート・
ゴール）

照　会　池新田高校図書広報課
　☎０５３７�２４６０

大切な人を自死で 
亡くされたあなたへ
　個別の面接相談「すみれ相談」を
実施します。ご家族や友人など大
切な人を失うと生活だけでなく心
や身体にさまざまな変化があらわ
れることがあります。一人で悩ま
ないでください。
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給食の人気メニ
ュー

～浜岡保育園～

鶏とポテトの揚
げ煮

鶏もも肉 �  １枚
しょうゆ �  小さじ２
片栗粉 �  大さじ４
揚げ油 �  適量
ジャガイモ �  ４個
ニンジン �  １本
グリンピース �  20㌘
タレ
　砂糖� 小さじ２
　しょうゆ� 小さじ１
　水� 100cc

材料（４人分）

▶１人分=157kcal

1ニンジンはイチョウ切りにし、鍋に
たれの調味料と一緒に入れて煮る。

2ジャガイモは7mmの厚さのイチョ
ウ切りにし水にさらす。グリンピー
スは下ゆでし、水にとる。

3鶏肉は一口大にカットし、しょうゆ
で下味をつける。

4水気を切ったジャガイモを先に油で
揚げる。3の鶏肉に片栗粉をまぶし、
油でカラリと揚げる。

51の鍋に、4を入れ、たれを一煮立ち
させからませる。とろみがつき、つや
が出たらグリンピースを散らす。

11

小
こ

松
まつ

凛
りん

子
こ

ちゃん２歳
（中町）

松
まつ

井
い

咲
ら む

夢ちゃん２歳
（新神子区）

小
お

笠
がさ

原
わら

紗
す ず は

羽ちゃん２歳
（佐倉一区）

内
ない

藤
とう

巴
は

菜
な

ちゃん３歳
（新神子区）

寺
てら

田
だ

栞
かん

那
な

ちゃん３歳
（白浜区）

澤
さわ

入
いり

理
り

歩
ほ

ちゃん１歳
（広沢区）

匂
さぎさか

坂圭
けい

吾
ご

くん１歳
（合戸）

髙
たか

畑
はた

心
こ と み

美ちゃん１歳
（比木原）

かわいい笑顔を募集します。

対象：１月生まれ
の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：12月５日㈪、６日

㈫の２日間、８時15分～17時

（応募多数の場合は写真が小さ

くなります）

◆申込先：市役所秘書
政策課

�  ☎０５３７�１１６
１

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。


